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【企画の趣旨】 

  特別支援教育の施行により通常学級に

おいても発達障がいのある児童生徒への支

援方法が注目されている。小野他（2013）に

れば，教員が支援場面の中で最も困る場面と

してパニック（特に逃走行動）を挙げている

ことを指摘した。 Anderson(2012)は，自閉

症スペクトラム障害をもつ子どものいる家

庭 1218 世帯を対象に逃走行動に関する調査

を実施している。その結果，約半数が 1 回以

上の逃走を試みていることがわかった。 

また調査から，逃走行動の結果「心配にな

るほど長時間にわたり行方がわからなくな

る（53%）」，「逃走時に交通事故にあう危険が

あった（65%）」，「溺れる危険があった（24%）」，

「警察から連絡をうけた（35%）」など，逃走

行動によって子どもがハイリスクな状況に

晒されていた。こうした研究からも理解でき

るように，パニックとしての逃走は，子ども

を危険状態に陥らせるものであり，パニック

の背景にある子どもの心理に共感し，効果的

に介入することが望まれる。 

通常，こうしたパニックへの対応は「環境

調整→パニック行動→行動分析→環境調

整・・」というフィードバックシステムが考

えられている。しかし，流動的な教育現場に

おいてあらかじめ環境を調整しきることは

不可能である。加えて，応用行動分析の観点

からパニックを分析した場合でも，児童生徒

とであった当初や新しい環境ではパニック

を誘発した刺激の特定は難しく，少なくとも

数回はパニックが生じてしまう。すなわち，

学校現場においては①可能な限り迅速にパ

ニックが生じないための環境づくり②パニ

ックが生じた際の誘導法③パニック行動が

生じた際，パニック発生のメカニズムを分析

し，児童生徒と歩みをそろえながらパニック

再発防止に取り組めるパニック行動の分析

システムが求められる。 

パニックに関する多くの書物や指導内容

を分析すると，①の環境の構造化については

すでに多くの知見が集積されている一方で，

特に②パニックが生じた際の誘導法の関す

る知見はほとんどなされていない。例えば

「児童生徒がパニックを起こしたら静かな

場所へ移動させる」などの内容であり，『ど

のようにして移動させるか』ということにつ

いては記載されていない。パニックの制止は

強制力の行使につながるが，より大きなリス

クを避けるためやむを得ず児童生徒に強制

力を使用した教員も多い（斎藤他，2013） 

③のパニック発生のメカニズム分析にお

いては，学校現場を重視すると物理的な環境

調整と同時に言語的・非言語コミュニケーシ

ョンの齟齬がパニックの原因になることが

多い。田実（2013）によると，会話における

前後の文脈や状況の理解など，社会的な文脈

を理解してその理解を前提に言語等のコミ

ュニケーション行動を起こすことが困難で

あるとも言われている（田実，2008）。この

ようなコミュニケーション行動の拙さが発

達障がいのある人のパニック行動の原因の

一つとなっており，円滑でスムーズなコミュ

ニケーション行動を進めるためにもパニッ

ク行動をコントロースするスキルを身につ

ける必要性が指摘されている（田実ら，2009）。 
つまりパニック予防は環境が調整される

だけでなく，児童生徒がパニック発生の振り

返り学習を通じて理解を深め，そのうえで障

がいの特性に応じた予防行動が自ら行える

ようになることが望ましい。しかしコミュニ

ケーションを重視しながらパニックの発生

理解と振り返り学習と予防行動の学習まで

を一貫したシステムに基づいて児童生徒が

身につけることができる方法はあまり提唱

されていない。本シンポジュウムではこのシ

ステムとして注目される「パニック対応学習

支援モデル」を紹介し，そのシステムの効果
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と汎用性について事例に基づき検証したい。 

今回のシンポジウムでは，教育現場におけ

るパニック行動に関する調査結果を報告す

るとともに，パニック対応学習支援モデルに

よるパニックへの予防的対応と，支援介助法

を用いたパニック行動への具体的な対応を

紹介する。最後に，さらにより良いパニック

行動への支援方法を参加者と共有化できれ

ば幸いである。 

 

【基調報告】学校現場でパニックは起こって

いるのか －斎藤富由起 

 特別支援教育の施行とともに障がいのあ

る児童生徒の理解と支援法が模索されてい

る。このテーマの一つにパニック対応がある。 

例えば特別支援学校や家庭内で自傷他害

を伴うパニックは生じていたはずだが，それ

はどのように抑制されてきたのだろうか。強

制力の行使が児童生徒の自尊心を傷つける

ことは理解しつつも，より大きなリスクを避

けるため，やむを得ず強制力が使用される他，

対応方法がなかったのではないか。 

また重篤なパニックではないにしても，

「保健室で立ち上がらなくなってしまう」，

「学外学習中，交通量の激しい道路に飛び出

してしまう」，「見境のつかない喧嘩になって

しまう」などの「対応が困難」なパニックは

多い。パニック予防は特別支援教育の中で無

視できない領域と言える。 

そこでパニックの基礎事実を把握するた

め，実際，学校現場ではどのくらいパニック

が経験されているのか。またそのパニックの

内容はどのようなものかについて，教員を対

象としたデータを基調報告として紹介する。 

 

【話題提供１】パニック対応学習支援モデル

（PRM）とは‐田実潔 

発達障がいのある人のパニック行動への

対応は，振り返り学習が有効であることと視

覚刺激を利用した情報機器（アシスティブテ

クノロジー）が有効であることが指摘されて

いる。そこで振り返り学習，特にパニック行

動の振り返り学習を簡易に支援することが

できる教材として，パニック行動対応学習支

援モデル（Panic Reflection Model，以下 PRM）

を開発されている（田実ら，2013）。 

PRM の基本的な考え方は，パニック行動の

契機となった刺激に対応する反応行動とそ

の後の連鎖行動のそれぞれについて自分が

選択した行動，つまりパニック行動に至る行

動以外の選択肢があることに気づかせるこ

とにある。実際に起こしたパニック行動を応

用行動分析的観点でスモールステップに分

析し，それぞれのスモールステップで実際に

行った（選択した）行動以外に選択可能と思

われる行動を選択肢として示すことで，最終

的にはパニック行動に至らない行動選択が

あることを学ばせる方法である。 
発達障がいのある人でパニック行動を起

こした場合に，自分のパニック行動（Panic）
を振り返り（Reflection），PC 上で自分のパニ

ック行動への対応を学習支援する一種の教

材（Model）である（田実ら，2010）。 
本シンポジュウムでは，パニック対応学習

支援モデル（PRM）のシステムを紹介し，実

践例を検討することにより，ＰＲＭの効果と

汎用性について議論を深めたい。 

 

【話題提供２】児童生徒がパニックを起こし

ている最中の誘導法 －互いに傷つかず，痛

みを与えないためのスキル－ 廣木道心 

パニックへの対応上の困難多くは，「パニ

ックを起こしている最中の具体的な対応」で

ある。暴れている子どもを制止する際に，ど

のようにすれば子どもを身体的にも心理的

にも傷つけることなく制止することができ

るのか。その方法が実際の教育現場において

求められている。 

この際に重要な点は，「教員自身も傷つか

ずに対応が可能である」ということである。

子どものパニックを制止する際に，図らずも

強制的な力で押さえつけざるを得ない状況

となった時，制止する側の教員が抵抗にあい，

ケガをしたケースも報告されている。教員が

ケガなどを負うことはパニックを起こした

子ども自身にも心理的負担を与えている。 

この課題に対し，支援介助法はパニック時

の具体的な対応方法を提示する。支援介助法

とは「知的障がい児・者のパニック時の誘導

法として開発された介助技術」であり，この

スキルは知的障がい児・者だけを対象とせず，

学校内で生活する衝動性の高い生徒やパニ

ックを起こす生徒にも応用が可能である。 

当日はパニックからの誘導スキルを体験学

習するとともに，会場から実際に学校現場で

介助に困った事例を集め，対応方法を検証し

たい。 

  

― 103 ― 

  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


